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１.豊中市について

○人 口 409,460人 （2020年10月1日）

○面 積 36.60K㎡

○人口密度 11,187人／K㎡

○世帯数 194,579世帯

大阪経済の中心である大阪市の北側に隣接する住宅都市

であり、その交通の利便性の高さなどを背景に、早くから

住宅地が開発され、生活に必要な社会基盤が整い、教育・

文化、福祉が充実した住宅都市として発展を遂げてきまし

た。



＜参考＞くらし支援課について

＜旧雇用労働課＞
●就労支援事業
●無料職業紹介事業
●生活困窮者自立支援事業
○労働相談
○中小企業勤労者互助会 等

＜旧消費生活課＞
○消費者相談
○多重債務相談
○計量法による検査業務

等

○若者支援事業



２ 子ども・若者支援協議会を軸とした支援連携イメージ



〇社会的に自立に向けて長期的な支援が必要
なケースが多い

〇複合的な課題を有する相談者が多く、協議
会構成機関等関係機関との連携が不可欠

〇相談者の状況をふまえた個別の支援プログ
ラムが必要

〇支援プログラムは、障害福祉制度や生活困
窮者自立支援制度、サポステ事業等の他制度
を活用するほか、民間支援団体や当事者団体
等のプログラムの活用が必要

〇相談者の回復状況に応じて段階的に支援プ
ログラムを見直すなど、支援全般のコーディ
ネート機能が必要
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15歳 18歳 39歳 ＜年 齢＞
＜ひきこもり期間＞

学習支援

復学支援

福祉サービスの提供

生活訓練・居場所の提供

医療的アプローチの提供

職業訓練・体験実習

中間的就労

就職支援

定着支援

自立後の見守り
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地域若者
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若者支援

保健所・福祉部局・地域ネットワーク

市無料職業紹介事業

15歳 18歳 39歳 ＜年 齢＞
＜ひきこもり期間＞



支援ネットワーク構築のイメージ（１）

生活困窮者支援ネットワーク



支援ネットワーク構築のイメージ（２）

コアネットワーク
関係部局との
ネットワーク

外部との
ネットワーク



3.1 コアネットワーク

機関名 若者支援 生活困窮者支援 その他事業

くらし支援課

所管課
支援NW事務局

所管課
自立相談支援窓口
就労準備支援事業
支援NW事務局

無料職業紹介事業
地域就労支援事業（府事業）

キャリアブリッジ 総合相談窓口委託 自立相談支援窓口委託
ひきもり対策強化事業
地域若者サポートステーション
学校内居場所事業

社会福祉協議会 自立相談支援窓口委託
CSW
地域のネットワーク
びーのびーの

詳細は次ページ



（参考）生活困窮者自立相談支援機関の役割分担について

くらし再建パーソナルサポート
センター＠社会福祉協議会

くらし再建パーソナルサポート
センター

くらし再建パーソナルサポート
センター＠いぶき

相談対象
生活困窮、多重債務

生活保護、医療、介護、障害、その他の福祉ニーズ
就労への様々な阻害要因 等

委託先 豊中市社会福祉協議会 直営（くらし支援課） 一般社団法人キャリアブリッジ

特 徴
・地域に潜在している困窮者の
早期発見及び地域のネットワーク
を活用した支援

・就労に対し様々な阻害要因を
有する相談者に対して、地域就
労支援センター及び無料職業紹
介所の機能を活用した支援

・複雑かつ多様な阻害要因を有
する相談者に対する専門的、
チーム的支援。
・地域若者サポートステーションや
若者支援総合相談窓口との連
携

役 割

①地域の中に潜在している困窮
者支援ニーズへの対応
②住居確保給付金の受付事務
及び生活福祉資金との連携

①新規相談の受付
②個々の状況に応じた支援機
関との連携
③個々の状況に応じた就労支
援

①専門的、チーム的支援

期待され
る効果

生活困窮状態からの脱却・就職等進路決定・社会参加と自立の促進
個々の状況に応じた医療、福祉サービスの活用



若者支援総合相談窓口について

自
立
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一般社団法人キャリブリッジが運営

複雑かつ多様な阻害要
因を有する相談者に対す
る専門的、チーム支援



ひきこもり対策強化事業での居場所の取り組み

共同作業（軽作業、地域活動、菜園づくり等）、ゲーム、クラフト製作などを通して、自己
理解、他者理解、対人関係構築などの社会的スキルの育成の為のトレーニング。

最後は必ずふりかえり





居場所、花づくり、農作業、障害福祉施設での軽作業、飲食店での業務、介護事業者での業務、事務作業、
パソコン講座や清掃体験講座など 全15コース

＜利用状況＞ 令和元年度 135人 延べ 3024人日

居場所等生活再建

生活困窮者自立支援法に基づく就労準備支援事業



花づくり体験実習

個々の状況に応じた段階的支援メニューの提供①

事務体験実習飲食店体験実習

軽作業体験実習 EXCEL検定対策



● 教育委員会、児童福祉部局との連携

中学校３年生や１８歳のケース共有会議（個人情報は出さず）

● 学校現場との連携（中学校長会や教職員研修での取組み説明）

3.２ 関係部局とのネットワーク



● 保健所、障害福祉課等専門支援機関との連携

・保健所…こころの健康相談、家族交流会

・障害福祉センター…発達障害者支援事業（居場所、訪問支援）

● 生活困窮者自立支援法に基づく支援会議の活用

※関係部局との連携において感じていること・・・

3.２ 関係部局とのネットワーク





● 民間支援機関（他制度含む）との連携

● 市無料職業紹介事業やサポステを活用した民間企業との連携

● 当事者団体との連携

3.3 外部とのネットワーク



仕事と出合おうwithとよなか

市内のものづくり企業にご協力をいただき、

●セミナー
●見学会
●キャリアカウンセリング
●ミニインターンシップ
●面接

とステップを踏み、ウォーミングアップをしながら、企
業との面接へとつなげるイベント

※ 興味のある方は「with とよなか」でWEB
検索してください。

市無料職業紹介事業を活用した民間企業との連携





R元 H30    H29
●見学者 39 32 40
●応募対策セミナー参加者 23     26 23
●合同面接会参加者 － － 11
●ミニインターンシップ参加者 20 18 －
●応募者（延べ） 15 20 17
●合格者 9         9 3



当事者団体との連携

※ 行政の相談窓口につながりにくい相談者との接点、自立に

向けた一つのステップ

※ 支援終了後のフォローアップ

就職が決定したとしても、生きづらさが無くなるわけではない。

その生きづらさを共有し、互いにエンパワメントできる仲間が

必要である。





29年度
ひきこもりUX会議さんが豊中で開催

府内広域実施の
実現

自ら定期的に実施
したい当事者の
声を実現


